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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、フィールド・ワークで入手したデータ資料と一次史料に基づいて、中国沿海部ムス

リム社会の構造的特徴、宗教信仰、宗族意識、倫理感、公共領域に関する意識、およびその形成

と中国ムスリムが経験した地域間移動、社会移動との関係について分析し、以下の結論に達した。

①、中国沿海部ムスリムの「漢化」のプロセスは、農業化、現地化、宗族化と「科挙化」という

四つの段階から構成され、宗族化はもっとも重要な役割を果たした。②、現代における民族的、

宗教的覚醒は中国の改革開放政策によって起こった。③、経済発展の基礎は安定した社会環境で

あり、それを実現するために宗族、民族を乗り越えるような「公共性」を作り出すことが大切で

ある。④より多くの「公共性」を作り出すために「公共空間」の存在が必要。⑤「公共空間」に

ついての検証は、地域社会または民族社会の本質を検証する上で有効な手法である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Based on historical materials and data, this study researched a characteristic of the Muslim society 

and religion faith, lineage awareness, consciousness about the public domain, relations with the 

movement between the areas of coastal regions of Chinese Muslim, reached the following conclusions. 

Ⅰ. The process that a shore part Muslim became a Chinese was constructed from four stages.  The 

most important role is to become a lineage. Ⅱ.  The awakening of the racial religion in the present age, 

It was generated by Chinese reform and opening up policy. Ⅲ. The basics of economic development are 

stable society environment. To realize it publicity that over a family, an ethnic group is necessary. Ⅳ. 

To create more publicity, existence of the public space is required. Ⅴ. Inspection about the public 

space, It is a good method to inspect a community or racial social essence. 
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１．研究開始当初の背景 
中国沿海部のムスリム社会には、漢族社会、

中国や他国のムスリム社会にそれぞれ見ら

れない公共領域が存在し、イスラーム社会で

考えられない宗族祠堂や宗族の神を祭る宗

廟は現地への移住と定着以降作られ、内陸部

の漢族社会になかった村劇場、村南音劇団、

村文化センターなどは「華僑」を海外に大量

に送り出した 19世紀末 20世紀初頭に誕生し、
中国ムスリムのメッカ巡礼とアラビア留学

が出来るようになった 1980 年代以降モスク
も作られた。多様な公共空間の誕生に伴い、

収穫祭、人生儀礼、祖先祭祀、族譜作成、教

育理念、演劇活動、宗教信仰、生活慣習とタ

ブー、倫理と美意識など、精神構造も再構築

されている。しかしこれに関する研究が極め

て少ない。 
 
２．研究の目的 
中国の多民族国家という性質およびその

意義を深く理解するために、中国沿海部のム

スリム社会にある公共領域及びその形成と

中国ムスリムが経験した「移動」との関係に

ついて分析し、究明を目指し、中国における

多文化共生、多民族共存する社会の形成にお

ける一つの回路を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
ある具体的なムスリム社会を対象に、フィ

ールド・ワークによる調査・追跡・記録・分

析及び史料研究を通じて、移動に伴うムスリ

ム社会の形成、変容など、その歴史的プロセ

スを復元した上で、さらに現代の社会像と比

較し、ムスリム社会の中国社会への社会適応

の様相とその原因及び特徴を検討する。 

 

 

４．研究成果 

中国沿海地域に位置する「陳埭回族」とい

う数万人で構成するムスリム・コミュニティ

ーは、福建省ないし中国全国においても非常

に豊かな地域として知られている。ほかの地

域から移動してきた「陳埭回族」が豊かさを

手に入れることができたもっと重要な理由

はムスリム・コミュニティー内部の一致団結、

外部との共存共生関係の構築によって経済

発展に有利な安定した社会環境が実現した

ことである。本研究は歴史学、宗教学、文化

人類学、民俗学の手法を通じて検証し、「陳

埭回族」を取り巻くこの安定した社会環境を

支えているのは、宗族、民族を乗り越える複

数の「公共空間」である、という結論を得た。

この結論は、一つの地域社会と民族社会につ

いての分析だけではなく、「公共空間」とい

う独自のコンセプトを地域や民族社会の本

質を検証する手法として打ち出したことに

よって、学術上においても大きな貢献といえ

る。 
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